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資　料

日本 にお ける知的障害教 育試行の 帰結点 と して の 生活教育

　　　　　　　 一
戦後初期の教育実践を中心に

一

米田　宏樹

　学校教育は、あ らゆる児童生徒 が ア クセ ス で きる イン ク ル ーシ ブ ・カ リキュ ラ ム の

開発 とい う課題 に直面 して い る 。 こ の 課題解決の た め に は 、 通常教育や通常教育の 教

科 ・領域 と 自立 活動 の 指導に よ っ て 教育課程が編成 され る い わ ゆ る 「準ずる教育」課

程 に よる障害児教育 とは趣 を異にす る知的障害教育の 普遍性 と独 自性が 、共通 理解 と

なる必要が ある 。本稿は、そ の 基礎的作業として、戦前の 小学校 と戦後の 中学校にお

ける試行 的知的障害教育 を示 し、 若干の 考察 を加 えた 。 戦前の 小学校低 能児教育で は、

知的教科 よ りも技能的教科の 時間 を増や し ， 教科指導よ りも生活指導を中心 とした総

合的な学習が重要視され た 。 これ は、対象児童が小学校第 1 学年以 前の 指導内容を必

要 とする者 を含む集団で あ っ た こ と と知的教科の 学習成果 に
一

定の 限界があ る と捉 え

られた た め で あ っ た 。 戦後初期の 精神薄弱教育で は 、 精神薄弱者 の 知的発達は 健常児

とは質的に異 なる とい う立場か ら、社会生活能力 の 育成が 目的 とされ、実生活 の 文脈

に沿 っ た生活体験 の経験化が 図 られ た 。
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イ ン ク ル ーシブ ・カ リキ ュ ラ

1．は じめ に

　 教育にお ける標準的思潮は 、 イ ン ク ル ーシブ

教育とな っ て きた 。 現在 は 、 ジェ ネ ラ ル カ リキ

ュ ラ ム ア ク セ シ ビ ィ テ ィ の 研 究や イ ン ク ル ーシ

ブ ・ク ラ ス ル ーム （学級経営 ・カ リキ ュ ラ ム ）

の 研 究 が 行 わ れ る よ うに な っ て き て い る

（Williams，　W ．，　Fox，　T．，　Fox，　W ．，　Roche，　K ．，　Prue，

J．，Farr，　L．，＆ Dillenbeck　A．
，
2001 ；Rainfbrth，　B ，＆

Kugelmass，　J．　W ．， 2003 ；Villa，　R ．　A ．＆ Thousand
，

J．S．，2005）o

　 日本 におい て も、こ の 世界的標準 に近似する

教育改革として、特殊教育の 特別支援教育 へ の

転換が 図 られ て きた 。 1993年の 「通級 に よる指

導」の 制度化や 2002年の 学校教育法施行令の
一

筑波 大 学 大学 院 人 間総合科学研 究科

部改正 によ る就学基準の 弾力化 （認定就学者の

規定に よる障害児の 通常学校へ の就学可 能性の

増大）、 2006年 4 月の 「通級 に よる指導」対象

児の 拡大 など の
一

連の 施策は 、 特別支援学校と

通常学校通常学級の 間の 制度的隔た りを緩や か

に し、ニ ーズ に もとつ く教育支援 の 場 と内容 ・

方法 の 連続性 を確立する もの である とい える 。

　学校教育は、通常学級 と特別な指導の 場の そ

れ ぞれ の 教育的機能を見直 し、学校の 教育的営

み を再構築す る と い う課題、すなわち、あ らゆ

る児童生 徒がア クセ ス で きる新 しい イ ン ク ル ー

シ ブ ・カ リキュ ラ ム の 開発 と い う課題に直面 し

て い る とい える 。

　 また、 日本にお い て は、2007年 4 月の特殊教

育諸学校の 特別支援学校へ の 転換で、特別支援

学校は、既存の 障害種別の 学校ご との 教育カ リ
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キ ュ ラ ム で は対応困難 な重複障害児 の 教育的支

援 をい かに組織す るべ きか とい う課題 に直面 し

て い る。障害の 重 い 様 々 な支援の 必要 な子 ども

た ちを内包する特別支援学校 カ リキ ュ ラ ム の 開

発で ある 。 こ の 特別支援学校 カ リキ ュ ラ ム も 、

あ らゆ る児童生徒がア ク セ ス で きる イン ク ル ー

シ ブ ・カ リキ ュ ラ ム の
一

環 で あ り、 「
一

貫」 で

なけれ ば、通常学級か ら特別支援学校 まで の 教

育の 場 と支援の 内容 ・方法の 連続性が実現 され

ない こ と に なる 。

　 しか しなが ら 、 イ ン ク ル ー
シブ教育の 思潮の

中で 、実際 の カ リキ ュ ラ ム や 授業を立案 ・実施

す る場合 に、知的障害者 （知的障害を合わせ 有

する重複障害者 も含む）の 教育 は、一
見する と

他の 対象 と趣 を異にす る部分がある 。

　 例 えば 、 米国ヴ ァ
ーモ ン ト州 の イ ン ク ル ー

シ

ブ教育 の 例 では 、あ る教科学習活動が、他 の 児

童生徒 と同様の 目標や 課題で 行えない 児童生徒

には 、その 学習活動の 内容に替えて 社会生活技

能学習が 実施 され る （米田，2006）。 また 、 米

国の 研究 には、具体 的社会 自立 を 目標 に カ リキ

ュ ラ ム 開発 を行 わなければな らない 知的障害教

育 の 独 自性 を論 じて い る もの もあ る （Thomas ，

1996）。

　 日本で は、学習指導要領に お い て、知的障害

教育 にお ける教科は、通常の 教科とは名称は 同

じで も内容の 異 なる独 自の 設定が なされて い る

ほ か 、 学校教育法施行規則で も 、 知的障害児 に

は、生 活教育 に 原点の ある 領域 ・教科 を合わ せ

た指導が認め られて い る 。

　 こ の ような知 的障害教育の 独 自性の た め に、

知的障害教育 と他の 障害種の 教育で は 、 実践現

場にお け る 自立 活動の 位 置づ けが 異 な っ て お

り1〕、知的障害教育で は、重度 ・重複障害児 童

生徒の 指導に あ っ て も領域 ・教科をあわせ た指

導が行 われて い る こ とが多 い 。

一方他の 障害種

の 教育で は、教育課程の
一
部又 は全部を 「自立

活動」中心の 内容に替えた指導が行 われ て い る

こ とが多 い z 〕
。

　 こ の 違 い は 、知的障害教育が 未分化 な指導内

容を教科 ・領域別 に整理す る こ とよ りも、 未分

化な ま まの 内容で どの よ うに指導す るかの 指導

方法に重点を置 い て指導実践 を重 ねて きたの に

対 し、他障害 で は準ず る教育 に よる明示 され た

「通 常教 育の 教科
・領域 内容 の 指 導」 と 、 教

科 ・領域 内容に含まれ て い な い 独 自の指導内容

領域 と して の 「自立 活動の 指導」の 組み 合わせ

で 、 領域別 ・教科別の 指導内容 の 指導時間 を配

列 しつ つ 、それぞれの 指導内容 に つ い て の 指導

方法を追究 して きた こ とに よ る違 い で ある とも

考え られる 。 自立 活動 と教科や他領域 と の 関係

の 整理 は 、 個別の 指導計画作成 に際 して考慮 さ

れ るべ き重要 な点の 一
つ で あるが、知的障害教

育にお い て は、知的障害教科 と自立活動の 関係

の 整理 は 、 内容の 整理 と指導形態の 整理の 両方

で、より根本 的課題で あると考え られる 。

　 こ の ような教育実践上 の 課題 の 解決の た め に

は、わ が国 にお ける知的障害教育実践 の展 開を

整理 し、 方法 と して の 生活教育や領域 ・教科 を

合わせ た指導が 、 い か なる 理由で 、 ど の よ うな

対象 に 適用 されて きた の かを検証す る こ とが必

要で あ る 。

　 日本の戦後知的障害教育 における教育課程と

指導法の 展 開につ い て は 、 望月 （1979）の 研究

や 、名古屋の 一連の 研究が ある 。 特 に 名古屋 は 、

1970年代後半以降の 生活中心教 育論 を支持する

立場か ら、学習指導要領解説の 記述の 変遷や 生

活中心教育論者 と批判論者の 論考記述 を丹念 に

分析す る手法で 、 近年 、 知的障害教育の 独 自性

を論 じて い る （名古屋 ， 2003；2004a；2004b ：

2005 ；2006な ど）。

　 しか しなが ら、知的障害教育と通常教育や他

障害種 の 教育 との 問には 、 当然 、 普遍的 なもの

も存在 して い る はずで あ り、 知的障害教育の 普

遍性 と独 自性 を 、 広 く共通理解 とする ため に は、

これ まで に展開 されて きた知的障害教育 の 実践

を、その時々 の時代背景や 対象児観と照 ら し合

わせ なが ら整理 し て い くこ とが必 要で ある と考

える 。

　 本稿 は 、 その た め の 基礎的作業 と して 、 戦後

の 「精神薄弱」教育の 実験的先駆 けで ある 品川

区立 大崎中学校分教場お よびその 発展で ある青
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鳥中学校の 初期の 実践 、す なわ ち試行的知的障

害教育の 実践が、 どの ような背景 （当時の社会

状況や対象児の実態 ， 対象児観，保護者の 願い

など）に支 えられて 、 い かなる形で作 られて い

っ たの か を 、 年史や先行研究 の記述 をもとに整

理する こ とを目的 とする 。 また、明治後期か ら

の 小学校特別学級にお ける低能児教育実践 の積

み重 ねが あ っ たか らこ そ、戦後の 知的障害教育

は 、 中学校段階における教育の 試行か ら始 め ら

れたの で はな い か と考 えられ るため 、 特別学級

にお ける低能児教育実践 の 結果に つ い て も、 先

行研究な らび に戦前の 調査資料を もとに 整理 ・

概観 した い 。

　 なお、
一

次資料 の 発掘 ・整理に もとつ く当時

の教育実践の再現 と検証が必要であ る こ とは い

うまで もない が 、特別支援教育へ の 転換期にあ

っ て は 、 知的障害教育の 展開過程 を整理 し、
こ

の 教育の 独自性 と普遍性の 検討作業を始め る こ

とは急務の こ とと考えられ るため、一次資料 の

収 集分析を継 続的に 実施 して い くこ とを前提

に 、 本稿 を示す もの で ある 。 本研究は歴 史的な

研究で あ り、 歴史的用語 を用 い る こ ととす る 。

皿．特別学級 にお ける低能児教育の帰結点 とし

　ての 「合科 ・統合」と生活指導の重視

　 1 ．東京高等師範学校附属小特別学級小林佐

　 　源治の実践

　 1907年、文部省は 、 訓令第六号 に よ り師範学

校附属小 学校に特別学級 を設置す る こ とを奨励

した。翌 1908年 に設置 され、長 く存続 した学級

の ひ とつ に、東京高等師範学校 附属小学校特別

学級 （現在の 筑波大学附属大塚特別支援学校の

前身）があ る 。 こ の 学級 は 、
マ ン ハ イム シ ス テ

ム の 補助学校 をモ デ ル に 低能児の 教育研究を目

的 として設置 された 。

　 こ の こ ろ の 低能児 は、概念上 、劣等児 とは
一

応区別 され、  白痴 ほ どで はない が能力薄弱で 、

  その 薄弱さは
一

時的で はな く、  通常の 教育

内容 、 方法 をもっ て して も教育困難な もの とさ

れ て い た （中村 ［1990］ 26）。 しか しなが ら 、

鑑 別方法が確立 されて い なか っ た た め 、 こ の 特

別学級の 対象児 は、近隣の 公立小学校在籍の 原

級留置児童で 、 尋常科第 1 年級 を 2 年以上学習

して も、 到底普通児 と同一
に教育す る こ とが で

きない もの を候補者 とし、観察と詳細調査、保

護者に対 して の 入級 の勧誘 ・意思確認に よ っ て

決定され た 。

　 こ の 学級 の 初代担任 で あ っ た小林佐源治は 、

低 能児教育の 基本的 な教育方針 を  各 人の 能力

を出発点 とし、   それぞれの 将来の 見通 しを立

て 、   で きるだけ自活 し うる よ うにする こ とと

し、 知育 よ りも 「身体 の 養護鍛錬」や 「徳性 の

涵養と良習慣の 養成」を重 視 した 。 こ の 教育方

針 に基 づ く彼の 指導実践 は、知的教科 よ り活動

教科 （唱歌 ， 体操 ， 図画手工）の 時間を多 くし、

児童 に よ っ て特定の 教科を置 き換 え、 さ らに学

校園作業を教科課程に位置づ け る形で 具体化さ

れ た 。 また 、 彼 は 、 教科 の 扱 い に つ い て は、教

科に よ っ て 区分す る もの （算術 ， 国語 ， 図画手

工
， 裁縫） と教科に よ っ て 区分 しな い もの （修

身，唱歌 ， 地理 ， 歴 史 ， 理科 ， 体操） に分 け、

個人 差 ・能力差 へ の 対応を図 っ た 。

　さ らに、彼は、教授法に お け る留意事項 と し

て 、  事物を用 い て感覚に訴 える こ と（直観化）、

  少な く授けて よ く練習する こ と （教材 の 必須

化 と反復練習）、  個 人差 に応 じて 個別 に指導

す る こ と （個別化）、   発動 的に学 ばせ る こ と

（自己活動）、  実 際的 な知識 を重 ん じる こ と

（教材 の 生 活化）等を挙げた （中村 匚1990］ 30−

31）。

　こ の 小林の 教育実践 は、日本の 「精神薄弱」

教育史 に お け る 「合科 ・統合」 （領域 ・教科 を

あわせ た指導）の 最初 とも捉 えられて い る （森

清　［1972］　16）。

　 2．東京市補助学級の実態調査

　1935年、東京市の 補助学級調査委員会が各地

の 補助学級の 教育実践 を研究 し、まとめ た 『補

助学級に関する調査資料』で は、低能児が 能力

相応 に善良な人間 と して 自ら生活 し、国家の
一

員と して 意義あ る 生 活 をす る ため に 、教材の 進

度斟酌 の 基 準が 次 の よ うに 示 され た （望 月

［1979］　22）。
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  尋常科第 1 学年の 教材 に入る 以 前の 教材 を

　 十分 に補足する こ と。

  6 力年間に履修すべ き教科課程の標準は大

　体第 3 ・4 学年程度で ま とま る ように整理 考

　 察する こ と 。

  児童の 能力の 実情 に よ り教材の 進度 は適当

　 に斟酌 を加 うる べ きこ と 。

　 また 、 教科の 具体的な扱 い 方の留意事項 に つ

い て も次の よ うに示 された 。

  小 学校令に規定され た教科目は、一
通 りは

　 こ れ を扱 うも児童 の 実情に 応 じて 適当に 取捨

　 選択 をなす べ きこ と％

  教科 目の 扱い は一般 に知的教科 よりも技能

　 的教科 を重 ん じ、将来 の 職業生活にそ な うる

　 べ きこと％

  教科 目の 取 り扱 い は児童 の 生活指導 を中心

　 とし て な る べ く総 合 的な取 り扱 い をなすべ き

　 こ と
5］ロ

  そ の 他体操 と唱歌 とを連絡 して 遊戯 と して

　 指導す るこ と。

  　知的教科にお い て は個 々 の 児童の 実情 に即

　 したる適 当な学習 の 手引きを作成 して 指導す

　 る こ とを本体とする こ と％

　 さ らに、生活指 導が 重視 され 、「日常生活指

導」に つ い て も配慮され て い た 。

　 こ の こ ろ の 補助学級の 児童の 実態 は 、 東京市

役所 （エ928） 『東京市小 学校 補助学級 の 現状』

に よ る と、調査 した児童 475名 の 生活年齢の 範

囲は、 7歳台〜17歳台で あ り、10歳〜11歳が最

も多か っ た 。 同様 に精神年齢の 範囲は 2歳 台〜

12歳台で 、 8 歳〜 9 歳が 最 も多か っ た 。 精神年

齢6歳未満の もの は 40名で あ っ た （東京市役所

［1928］　33−37）D

　 こ の ように見て くる と、低能児教育における、

生活指導の 重視 と教科 の 合科的教育方法の 発想

は 、当時の 通常の 教育内容 と方法 、 す なわち 、

「戦前 の 系統主義 、 主知主義に立 つ 読 み書 き計

算中心 の 教育」 （望月 ［1979］ 17）で は 教 育困

難な子 ど もた ちへ の 実際的対応 として の 帰着点

で あ っ た と考 えられる 。

　 1 年生以前の 生活 と学習の 基礎的内容 を指導

する必要が あ り、 か つ
、 6 年間で 4 年生程度ま

で の 学習内容 に とどまる と考 えられる状態像の

児童に、卒業後の 職業生活 と社会生活 を見据 え

た指導を行うため の カ リキ ュ ラ ム を模索 した結

果、教科指導よ りも生活指導を 中心 と した総合

的な内容 で 学 習活動が 構成 され る こ とに な っ

た 。

　低能児教育の実践に よ っ て 導き出 され た理念

や方法は、戦後の 精神薄弱教育に も継承 され た

と考え られ る 7）
。

皿．生活教育 と しての 戦後の 精神薄弱教育の 展

　開

　 1．戦後 6 ・3制義務教育と中学校実験学級

　　の設置

　戦後の精神薄弱教育の 実践研究は、1947年に

文部省教 育研 修所内に 、東京都 品川区立 大崎 中

学校 の 分教場 を実験学級 と して 設置する こ とか

ら始め られ た 。

　こ の 分教場は 、 3 年後の 1950年 には東京都 に

移管 され 、 東 京都 立青 鳥中学校 とな り、1957

（昭和 32）年に は青鳥養護学校 に改編 され 、 高

等部 も設置 され た 。

　なぜ 、精神薄弱教育研究が 中学校の 分教場の

設置か ら始め られた の か 。

　新 しい 義務教育制度で は 、 旧制 中学校 とは異

な り、全員が無選抜で 中学校 に入学 させ られ る

こ と に なる た め 、 中学校と い う高度な内容で の

義務教育 に到底 つ い て い けな い 生徒が 、精神薄

弱児 を含 ん で 10％ は生 じる で あ ろ うと予想 さ

れ、そ の 対策を考え る必 要が あ っ たか ら で ある 。

新制中学校 に あ っ て は 、 小学校以上 に 、 特殊学

級 が 必要 で ある と考え られ た （三 木 ［1957 ］

193−194）。 すなわ ち、こ の 分教場 （実験学級）

の 設置 は 、 新制 中学校生徒 の ため の 特殊学級の

創設で あ り、新制度実施に伴う教育上 の 問題解

決の た め の 実践研究の 開始で もあ っ た 。 こ の 実

験 学級の 教育方針 は 、 「こ の 学級で は まず生活

の 能力と性行 とを検定 し 、 個性 に 応 じた教育を

行 うこ とは もち ろ ん で ある が 、 その 教育は生活

と生産に直結す る もの で な らなけ れば な らな
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い 」 （小宮山 ・飯 田 ・藤島 ［1957］20） と され

た 。 精神薄弱児の 中学校卒業後の 社会的 自立 を

実現 す るた め に
s ）、新 し い 6 ・3 制義務教 育

（特に中学校教育） を 、 「学校教育の 因習乃至 は

枠」 （三 木 ［1957］ 196）に とらわれ る こ とな く

彼 ら に 対 して ど の よ うに行 うか が、中心的 な研

究課題 と して取 り組まれた の で ある。

　 2．教育の本質的目的と精神薄弱教育の 方法

　 （1）総合生活教育の 指向 とバ ザ ー単元 ：実験

学級開設か ら青鳥中学校期の 10年は、精神薄弱

教育は生活教育で ある べ きこ とが主張され、そ

の 理 念が打 ち出された 時期で あ っ た 。

　 実験学級 開設当初 は、個性 に応 じた生活 と生

産に直結す る教育 を目指 しなが らも、具体的に

は曜 日 ご とに割 り振 られ た教科 を中心に した学

習活動が行われ た （月
一

社会科中心，火一
理科

中心 ， 水
一家庭科 中心 ， 木一算数中心 ， 金一国

語 中心 ， 土
一

音楽体育中心）。 こ の 初年度の 教

育実践の 反省会の 結論として、  訓練の 目的を

「自律 」に お くこ と 、   指導の 方 法は よ り作業

的 、 よ り具体 的なもの を取 り入れ る こ と、  指

導 の 内容 は生活 に必要 なこ とを第
一

とす る こ

と、が 打ち出 され、その まま1948 （昭和23）年

度の 教育方針 とされ た （小宮山 ら ［1957］ 21）。

　 1948 （昭和 23）年度か らユ950 （昭和25）年度

まで は、作業 を中心 に した教育活動へ の 転換準

備期 間とも言 える 3年間で あ っ た 。 生 徒や 保護

者 に、「本当に実力の つ く学習方法」 として の

「教科書 に よ らな い 勉強」、す なわち作 業的学習

の 意義を理解 して もらうため の 試み （教科書に

よる教科学習指導 と通 常の 教科テ ス トの実施）

や 、 社 会生 活の 必要性に即 した教科学習の 徹底

が 行わ れた 9｝ （小宮 山 ら ［1957 ］22−26 ：宮崎

［1979］　7 − 8）o

　 こ こ で は、現実度の 高 い 学習活動の 構築が 目

指され、そ ろ ばん 問題集、ワ
ー

クブ ッ ク、努力

帳の 記入 と作業費の 計算、努力帳の 中の 作業成

績に対 して 支払わ れる青鳥銀行券 IU， な どが、教

材 として作成 された 。

　 こ の 他、夏休み 中に 希望者 に よ る 「宿泊生 活

訓練」が水上学校 11 ）
の 寮 を借 りて 実施 され た 。

こ の 実習 は 「作業生活合宿訓練」 とい うべ き内

容で、生徒は水上学校校舎の 塗装落 と し作業に

従事 し 、 日払い で 賃金 を受け取 り、その 賃金が

生活費 に副食費 として加 え られ、生徒が 報酬を

自由に消 費す る仕組み に な っ て い た （小宮山 ら

［1957］24−25 ；宮崎 匚1979］ 8）。

　 こ の ような現実度の 高 い 活動、特に 努力 を作

業費と して 支払 うと い う評価が 、 生 徒の 学習作

業意欲 を強 く刺激す る効果があ っ た とい う （小

宮山 ら ［1957］24−25）。

　 それ で は 、 なぜ 、 現実度の 高 い 教育実践が指

向された の で あろ うか 。 1948 （昭和23）年度に

実施 され た 「生徒将来の 職業に関 して 父 兄 の 希

望調査」 の 結果、「何 とか
一

人前 に なれる職業

に つ かせ たい 」 とい う保護者の 希望が あ りなが

ら も、生徒の 「現在の 能力とは大分か け離れ て」

い たため 、 学校 と して は 、 卒 業 まで に さらに

「実力の つ く方法を考えざる を得なか っ た」か

らで ある （小宮山 ら ［1957］21−22）。

　上述 の よ うな 3 年間の 準備期間 を経て、1951

（昭和26）年度 は、教科的指導か ら脱却 した経

験 単元 的 な指導が 大幅に取 り入 れ られ た （杉

田 ・小杉 匚1967］26）。「和泉玉川遠足」「赤十

字募金単元」「バ ザー単元」等が それ であ る 。

　 「和泉玉川遠足」 は、新年度当初に 、 新入生

と在校生の交流状況 を観察す るこ とで 、 生徒 の

活動や新事態へ の 適応な どをア セ ス メ ン ト12 ）す

る こ とと 、 炊事学習や 買い 物学習などの 日常生

活 の 指導を行うこ とを意図 して、玉川河畔で の

炊事を中心 と した学習活動が設定 され た もので

あ っ た （杉田 ・小杉 匚1967］26）。

　 「赤十字募金単元」 は 、 社会奉仕活動 と して

行わ れ る赤十字募金を、その 募金の 実施 と集計

を合わせ て ひ とつ の 単元 として打 ち出 した もの

で あ っ た。募金 は、 5〜 6名の 小 グ ル ープにな

っ て 街頭 に出て 直接 い ろ い ろ な人 た ちに接 しな

ければならない た め 、 こ れ に関連 して 、話 し言

葉、態度、行動などに重点 をお い た指導が なさ

れ た 。
こ の 単元 は 、募金額が と に か く数値 と し

て 出る こ と、社会的 な承認が 得られ 生徒 に 自信

を与 え る こ とが で きる こ と13 〕、学校 として も公
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共の 仕事だ け に責任 を持 っ てや らなければな ら

ない こ となどか ら 、 現実度の 強 い ま とまっ た単

元 として 展開 され た （杉 田 ・小杉 匚1967コ26）。

　 「バ ザー単元」 は 、 青鳥中学校の 新築校舎へ

の移転 を動機付けに 、 「新 し くで きる学校の 内

容 を充実させ る た め、親達や 他人 に頼 らずに、

自分達の 力で バ ザ
ー

を や ろ う。 こ れ か らの 勉強

はみ ん なバ ザーをや る こ との 中に とけこ ん で い

る。 」 （小宮 山ら ［1957］ 27） と の 生徒 へ の 説 明

とと もに 開始 された 。 「新校 舎の 移転 と と もに

晴れて お客 さん をよ ん で 開校式 をす る 。 その 時

み ん なに見 て もら っ て 買っ て い た だ く作品をが

んば っ て作ろ う」（杉 田 ・小杉 ［1967］27） と

い う高い動機付けの もと 、 熱の こ もっ た学習活

動が展 開されたとい う 。 そ の 後引 き続 き展開さ

れ たバ ザー
単元 とこの 初年度の バ ザ

ー
単元 と

は 、 や や 意気込 み の 違 っ た 学習活動 で あ っ た と

評 されて い る （杉 田
・小杉 ［1967］ 28）。

　学校の校舎移転と開校式の実施が 、子 ど もの

学校生活に直接関わ る大きな出来事で あ っ た こ

とが 、 自分達 の 学校 を自分達の 手で作 る の だと

い う単元 へ の 強い 興味 ・関心 と参加意欲を、生

徒 に沸 き起 こ させ た の で あろ うし、こ の こ とこ

そが 、
バ ザ ー単元の 成功の 理由で あ っ た と考え

られ る 。

　 こ の バ ザー
単元 の詳細に つ い て紹介すれ ば下

記 の とお り （杉［B ・小杉 匚1967コ28−29）。

　設定の 目 的 ：  従来学習 した もの （玉 川遠

　　足 ・赤十字募金 等〉を発展 させ 、総合生活

　　教育の
一

環 と して新校舎落成式 を期 し、こ

　　の 単元 を設定 した 。   生徒 の 青年期的特性

　　 と して 、 こ うい う事業に参加する こ とに対

　　す る興味に対応 し、職業生活へ の 基底た ら

　　 しめ よ うとした 。   合わせ て 収益をあげて 、

　　備品 （校具，教具） の 補充 をす る 。   か つ

　　 こ の 単元 を展開する こ とに よ っ て 、 こ れ に

　　参加 した父兄、外部に対 して、よ り
一

層こ

　　 の 教 育 へ の 理 解を 深め る こ とを期 し て い

　　 る 。

　期 間 ：1951 （昭和26）年 6 月18日か ら10月27

　　 日 まで の 約 4 ヵ 月 。 「こ の 期間中に 1 ヵ 月

　半の 夏休みが入るが 、 我が校の 生徒の 場合、

　休暇 は普通学校 の それ とお もむ きを異 に

　し、学校活動 を停止する こ とはか えっ て 弊

　害の ある場合 も多 く、新 しい 学校づ くりの

　時期 で もあ り全校 をあげて 休暇 を返 上 し

　た 。 」 とい う。

展開　次の 8つ の展開で 単元が展開された。

　  動機付け 「新 し い 校舎の 立 派な落成式を

　行お う。 それには学校の 設備備 品を完備 し

　 よ う。 」

　  相談 「それ に は どうした らよ い か 。 廃品

　を回収 して作品を製作 し、販売する こ とに

　よ っ て 利益 を得 よ う 。 」 そ れ に は 「バ ザ

　ー」。

　  計画 「バ ザ
ーを どの よ うに して や るか 、

　作品、材料、製作 、 販売等に つ い て 」

　  材料集め 「材料集め の 依頼 、 宣伝 ボ ス タ

　
ー、どの ように 集め るか 、交通機関の 利用、

　郵便局の 利用 、 御礼状 、 材料分類 、 量の 確

　認」

　  製作 「原料作 り、下 ご しら え、 仕 上 げ 、

　検査、市販 の 値段調 べ
、 定価づ け 、 （品 目）

　男子 （人 形 （首、手）、 額縁 、 空 び ん ・空

　か ん利用 の 花 さ し、 灰皿 、 ブ ッ ク カ バ ー、

　 はた き、その 他）、女子 （人形 （衣裳）、ま

　 くらめ編み 、 火鉢 しき、 足ふ きマ ッ ト、ブ

　 ッ ク カ バ ー、そ の 他）」

　  販売 「宣伝ポ ス タ
ー、バ ザ ー通知 、 当 日

　販売、通信販売、値段 と計算、陳列、品物

　の包装、対人関係」

　  収益計算 「原価 と売価 、 計算 と現金 、 収

　益」

　  反省 「態 度 、 技 能 、 参加度 につ い て考え

　 る」

評価 ：  こ の 単元開始前に実施 した社会成熟

　度検査、各項 目に含まれ る学習効果の 評価 。

　  対外的な学校活動 と して の 反省 。

指導上 の 注意事項 ：  「設定 目的に対 して は 、

　 こ れが 単な る作業教科に な らない よ うに 注

　意す る こ と 、
つ ま りあ くまで 総合生活教育

　 と して 、 生徒 た ちの 将来 の 職業生活 へ つ ら
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　　 なる もの として、は っ きり全単元 をつ かむ

　　 こ とが重要で ある 。 」

　　  「今 まで の 指導に よ っ て 生徒集団の 質的

　　 量的分化が相 当ハ ッ キ リ して きたか ら、 こ

　　の 点を利用 し、適当な集団を作 っ て、こ の

　　集団相互 及び集団内で の 教育効果を あげる

　　 よ うに努力す る 。 」

　　  「こ の 単元は、・生活 カ リキ ュ ラ ム で あ

　　 る、・最 も長期にわたる、・生活カ リキュ ラ

　　ム と して も非常に広範囲に わた る し、すべ

　　 て の 生活 、 学習経験 を含有 して い る 、 とい

　　 っ た 3 つ の 点で 生 徒一人ひ と りを参加 させ

　　 て い くの に、非常 に小 さな動機づ けをは さ

　　ん で い か なけれ ば な ら な い し、そ の 場 合

　　色 々 な方法で全体の 見通 しを子供達 に与え

　　て ゆ くこ とが 必要で ある 。 」

　　  「こ れ を機会に父 兄な らび に社会一般の 、

　　 こ の 教育 に対す る認識を深め 、 さら に協力

　　させ る よ う努力する 。 」

　 「たとえ どの ように能力が低 くと も」、「生徒

全 員が そ の 能力
14｝

に応 じて 、 全校 の 工 場組織、

販売組織の 中に何 らか の 位置をもっ て生産 の 仕

事に従事する ような組織」が と られ た 「バ ザー

単元」学習の 結果 、   「そ うした組織の 中で 働

くこ とに よ っ て 、他人に対す る態度社会に対す

る責任とい うよ うな もの を体で 覚え て い くこ と

がで きる 。 」、  「自分に で きる程度の 仕事を く

りかえすこ とによ っ て体の 機能も若干進歩する

が、 自分に で きる こ とが ある と い う自信 をそ こ

か らつ か まえる よ うに なる 。 」、  「自分の 作 っ

た もの が、実際に売 られる と い うこ とで、自分

の 力、自分の価値 とい うような自覚 に似 た もの

が 芽生え、成長する 。 」、   「学校全体 で 長期 間、

製作、販売の た め の 組織 的行動をする中で 活動

す るた め に、急 に社会的成熟 と もい うべ きもの

が み られる 。 」 とい う生徒の学習上の 成果 が確

認 された （小宮 山ら ［1957］31）。

　こ の 「バ ザー単元」は 、 4 〜 5 月で 「人 と人

との つ なが り」 をほぼ完成 した生徒 に 、 「人 と

道具の つ なが り」「人 と物 との つ なが り」 「複雑

な人的交渉の 経験 」 を学習 させ る 、「製作」 と

「販売」 を中心 に したあ らゆ る社会生活 の 総合

的長期学習で あ り （小宮 山 ら 匚1957］66）、 そ

の 教育的営み が 「総合生活教育」 と記述 され た

の であ る 。

　 （2）生活文脈の重要性 ： 「総合生活教育」 と

して の 「バ ザ
ー
単元 」の 詳細か ら、学校の 学習

活動を現実度の 高い 生活の 再現 として 再構成 し

て 設定す るた め の 工 夫や 、 再現 され た社会生 活

学習活動がすべ て の 生徒 に とっ て主体的 に見通

しを持 っ て取 り組め る活動 となる ため の 工 夫、

生徒 集団の ダイナ ミク ス 活用 の 工夫な どが、こ

の 教育に は特に必要だ と考え られ たこ とが うか

が え よ う。

　作業 に よる生産労働活動が 中心 的な活動で は

あっ たが 、決 して そ れだけで は なく、 労働の 結

果得 た報酬で の 消費生活の 学習が 必ず含 まれ て

い た こ とも銘記 され る べ きであ る。子 どもの 生

活の 文脈を大切 に す る と い うこ とは、「学ぶ 、

遊ぶ 、暮 らす」 こ とがバ ラ ン ス よ く教 え られ る

べ きで ある し、将来の 職業生活 を視野に入れ れ

ば 、「働 き、 余暇 を楽 しみ 、 暮 らす」 こ とが 文

脈を構成する要素に なる 。 初期の 実践 に は 、 こ

の 要素 が単元の 中に き ちん と盛 り込 まれて い

た 。

　 また、生徒の 学習成果の 評価指標に、社会成

熟度検査 が取 り入れ られ て い た ことは、社会生

活能力の 獲得 こ そが教育の 目指すべ き成果で あ

る と考え られ て い た との 現 れ で ある とい える。

　さ ら に、「バ ザー単元」 と い う教 育活動そ の

もの を通 して、保護者との 連携 ・協力 関係を確

立 しよ うと して い た こ と、保護者も含め社会 に

対 して 、 精神薄弱者 と精神薄弱教育に対する理

解 を深め 、 賛同 と協力 を得よ うと教 師が 必死 に

努力 しなければならなか っ た こ とも、初期の精

神薄弱教育の 重要な特徴で あ ろ う。

　 （3）「生きるカ」の 育成の手段 としての 生活

教育 ：大崎中学校分教場〜青鳥中学校の 実践研

究の 結果か ら、 精神薄弱教育の 方向性は 、「い

わゆ る教科書を使わ ない教育」で あるべ きこ と

が 主張され た 。

　教育の 根本 目標 は文 字学習 に あ る の で は な
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〈、「生 きる力」
15 ） の 付与で あ り、その た め に 、

知能 の 働 きに障害 の ある精神 薄弱児に適 した教

育設計を考える こ とが必要で ある と考え られ た

（小宮山 ら ［1957］46）。 そ して 、その 教育の 方

法 とは 、 「彼 らを取 り巻 く 『自然 』や 『社会 』

を 『教科書』に盛 られ た 間接的経験の 代わ りに、

じか に経験させ て い く」 （小宮山 ら ［1957ユ46−

47）こ とであ り、「直接に彼 らの 手や 足や 感覚

器官を通 じて、身近 に遭遇する 自然 と社会と を、

彼の 身体で対処 させ 、 その 処理対応の 経験 の 間

に 、 法則 に出会 い 、 目的に会し 、 あぶ なげの な

い
一定 の 熟 練 に 達 し さ せ よ う」 （小宮 山 ら

［1957ユ46） とする こ とで あっ た。

　生活教育 とは 、体 を使 っ て 物 （自然 ） と人

（社会） とに直接あた っ て 生活の 力を得 させ よ

うと い う方法で あ り、 精神薄弱教育の 方法で あ

る とされ た の で ある 。

　 3 ．生活教育を支えた教育観と精神薄弱観

　教育が行われ る ときには、そ の 対象を どの よ

うに捉えて い るか と い う対象児観が重要 で ある

こ とは言 うま で もな い
。 戦後の 精神薄弱教育に

お ける オ ピ ニ オ ン リーダーの 一人であ っ た三 木

安正の 著作か ら、その 精神薄弱者観 を見てみ る

こ とにする 。 三 木 （1969） は、それまで の 三 木

の 実践 と論考 をまとめ なお した もの で あ り、青

鳥 中学校 に おけ る実践に 支え られ た もの で あ

る 。 こ の 中で彼 は 、 「精神薄弱者 とは 、 出生 の

ときか らか 、 生 後比較的早 い 時期か ら 、 知能の

発育障害が ある もの で 、 かつ その 障害の 回復 し

が た い もの を い う」 （三木 ［1969］3＞ と定義 し

て い る 。 さ らに 、 三 木は、「知能の 働 きは、脳

細胞の 機能に 関する こ とで ある と同時 に 、 その

細胞組織が そ の もの の 生 育過程や環境条件 との

関連に お い て 、 どの ような働 きがで きる よ うに

な っ た か とい うこ とが 問題なの で あるか ら、医

学が脳細胞ある い はその組織の 機能の 回復 ・増

進 に関 して寄与す る の に対 して 、教育はその 機

能 の 内容 の 充実 に つ い て 目標と素材 を明示 し 、

環境的 ・生活的条件を整 えて い くと い うの が 、

その 分担 で あろ う。」 （三 木 ［1969コ4） と、医

学 と教育の役割分担 と協同に つ い て述 べ た。

　三 木 は 、 知能の 発達 を 、 「脳細胞の 成熟に応

じて 外 界の 刺激 に対する反応が起 こ り、 それが

一定の 行動パ タ
ーン を形成 し、さ らに生活経験

の 拡大に よ っ て 複雑化 し、体制化して い くこ と」

で ある と定義 し 、 「脳細胞の 未成熟 ・損傷」 に

よ っ て 、「そ の 体制化は 制約」 さ れ る と した

（三 木　［1969］　4）o

　 さ ら に三 木は 、「体制化が 制約され る と い う

こ とは、い くつ もの 刺激を選択的に、又は総合

的に受 け入 れ 、 か つ 、 それに対応す る多様 な反

応の パ タ
ー

ン が 用意さ れ るこ とに制約が ある と

い うこ と」で あ り、「認知 の 働 き ・概 念形成 、

判断 、 推理 、 洞察と い っ た抽象の 働 きが 十分に

発達 して い な い こ と」 である と述べ て い る （三

木 ［1969］4）。す なわち精神薄弱とは 「知能の

働 きの 本質的な もの の 発達」 （三 木 ［1969］4）

が 制約 され た状態で あ っ た 。

　 したが っ て 、 精神薄弱者 に対す る教育とは、

「その 制約 の 度合 い に応 じ て生活能力を つ け 、

生活 の 仕方を学ばせ る た め に 、刺激に 対す る反

応 パ タ
ーン作 りを し、そ の 範囲や 深 さを拡大 し

て い くた め に具体的な生活 に よる指導を加 えて

い くと い うこ と」 （三 木 匚1969］5）で あ っ た 。

三木は、精神薄弱教育を考える上 で重要 なこ と

は 、 「脳細胞 の 未成熟あ る い は 損傷 に もと つ く

知的能力の 制約が 、学習 とい う働 きにお い て ど

の よ うな構造的な特徴を持 つ か」 （三 木 ［1969］

5）を究明する こ と と 、 「その （学習の ）働 きを

生活能力の 向上 に集結 して い くような生活経験

を与えて い くこ と」（三 木 ［1969］ 5） の 2 つ で

ある と考え て い た と い える 。

　 三 木は 、 「精神薄弱 児の 教育や精神薄弱者の

社会生活へ の 参加は、本人 に対す る教育訓練 も

さる こ となが ら 、 これ を受け入れる
一

般社会の

ほ うに よ り多 くの 問題が あ り、 その 受け入れ態

勢の い か ん に よ っ て 、本人に対す る教育方針 も

変わ っ て い くと考 えられ る」 と、「環境的諸条

件」の 重要性 も指摘 して い る （三 木 ［1969］6）。

つ ま り、 三木 は 、 可能 な限 り精神薄弱者の 能力

を伸 ばす教育が行われ る と と もに 、 その 能力 を

十分 に発揮で きる生活の 場が 保障され る こ とが
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日本 に お ける 知的障害教育試行 の 帰結点 と して の 生 活教育

大切 で ある と考えて い た （三 木 ［1969］8−10）。

　 こ の ようなこ とか ら、精神薄弱の 判別の 基準

や方法 も、精神薄弱者の 処遇の 進歩 、 教育内容

や方法の 改善、さらに
一般社 会の 精神 薄弱者に

対する理解 ・認識の 変化 などに応 じて変化すべ

きもの で あ る と考え られ て い た （三 木 ［1969］

11）。

　 三 木 は 、精神薄弱児 の 知能構造 の 特性な どを

把 握す る検査 方法 の 開発が課題 で ある と考え、

健常幼児の 「精神発達研究の 成果が 参考 になる」

と述 べ て い るが 、同時 に 「MA （精神年 齢） が

同 じで もCA （暦年齢） に大 きな差があ ればそ

の 精神構造は違 っ て くる こ とに注意 しなけれ ば

な らな い 」こ とも指摘 して お り （三 木 ［1969］

ll）、生 活の 積み重 ね を大切 に 考 えて い た こ と

が うかがえる 。

　本人 の 生活能力の獲得 ・向上 と周囲の 理 解 ・

環境の 整備との 相互 作用で精神薄弱者の 社会的

自立 、 すなわち 、 社会生活 へ の 参加が実現す る

とい う考え方が 、精神薄弱教育の 思 想で あ っ

た。

　こ の 思想が生 み 出した教育実践 は、精神薄弱

児 に 「社会生活 に根 ざした活動経験」 を教材 と

して提供 し、 その 活動 によ る経過 と結果がその

まま、保護者や
一般社会の 精神薄弱者理解 に つ

ながる ようにす る とい うもの であ っ た とい え よ

う。

1V．おわ りに

　戦前の 小学校に おける低能児教育で は 、 知的

教科よ りも技能的教科の 時間 を増や し， 教科指

導 よ りも生活指導 を中心 と した総合的な学習 を

行うこ とが 重要視 されて きた 。 こ れは、対象 と

な っ た児童が 、 通常教 育の 小学校以前の 段階の

指導内容が必要 な子 ど も達を含 む対象集団で あ

っ た こ と 、 知的教科の 教科別 の 学習成果に
一

定

の 限界がある と捉 え られた こ とと 、 卒業後 の 職

業生活 を可能にする教育が指 向されたためで あ

っ た 。

　戦後初期の 精神薄弱教育は、新規の義務教育

で ある中学校段 階にお ける教育の 在 り方を検討

す る こ とを主眼に、実験教育と し て 開始 された 。

こ の 実験教育の 展 開の 中で 、 は 、 精神薄弱者の

発達 は健常児とは質的に 異 なる とい う立 場が取

られ 、社会生活能力の 育成が 目的 と された 。 そ

して その ため に 、 実生活に もとつ い た生活体験

の 経験化 を意図 した学習活動が 立案 ・実施され

た の である 。

　 日本 にお ける知的障害教育は 、 明治末か ら戦

後初期に わ た る試み の 当初か ら 、 直接的 な生活

経験その もの を指導内容 に設定 し、教科には分

けられない 指導 と して取 り組 まれた もの で あ っ

たこ とが うかが える 。

　 学校教育が 、 「教科教育 を中心 とす る認識能

力の 形 成機能」 （教科課程） と 「価値観や 道徳

性，社 会性 の 発 達 の 育成機能」 （道徳 ・特別活

動な どの 教科外課程）の 大 き く 2 つ の機能を有

する とす れ ば、知的障害児の 学校教育実践 は ，

「育成機能」 を重 視 した カ リキ ュ ラ ム バ ラ ン ス

で 開始 された とい える
16〕

。

　今後は、社会生活能力の 獲得 と い う目標が 、

発達段 階の 低 い 子 どもた ちが対象の 中心 とな っ

て い く1970年代1980年代に、授業実践 に結び つ

く有効な視点 と して支持され続ける の か否か に

つ い て 、 授業実践 の 展開 と と もに整理 して い き

た い 。また、戦後初期に必 要性が論 じられ た精

神 薄弱児の 知能構造の 特性などを把握す る検査

方法の 開発 と活用 に つ い て も、 い か なる知見が

蓄積され て きた のか 、そ して、その知見に よ っ

て 教育実践 に い か な る変化が生 じた の か が検証

されなけれ ば な らな い
。

付　記 ：本研 究は科学研究費補助金に よる研究

成果の
一

部で ある。

【註】

1）『学習 指導要領解説 （自立活動編）」 （文部省 ，

　2000 ）で は、知的障害者を教育する養護学校（特

　別支援学校）に在籍す る 児 童生徒に 知的障害に 随

　伴 し て 見 ら れ る言語、運 動、情緒 ・行動な どの

　面の 顕著な発達 の 遅 れ や特 に 配慮 を必要とする

　様 々 な状態が み られ る の で 、 知的発 達 の 遅 れ に

　応 じ た教科の指導な どの ほ か に、こ の 点に つ い
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て 、特別 な指導が必要で あり、こ れ を 自立 活動

で 指導する 旨が解説 され て い る 。
つ ま り、知的

障害の各教科 は、知的発達の 遅れ に対応 して 重

度か ら軽度の 者が 家庭生活 や 社会生 活な ど に 必

要 とされ る 内容 を示 して い る こ と か ら、知的障

害そ の もの へ の 対応 は各教科で 行 われ る とい う

認識に な っ て い る 。 吉 田（2000 ）は、自立 活動は 、

各教科 ・道 徳 ・特別活動 に 示 され て い な い 目標

　と内容 で あ る が、他障害種別 の 特殊教育諸学校

にお ける 自立活動が 、 それぞれ の 障害に もとつ

　く種 々 の 困難 に直接 対応 して い る の に 対 して 、

知的障 害教育 では 「随伴 する点につ い て 指導す

る こ とが 特色 で あ り」、「知的発 達 の 遅 れ の 程 度

が重 度で あ っ て も、そ の 指導内容 は 、 直接 自立

活動 の 指導内容 とはな らな い こ とに 留意す る必

要が あ る 」 と の 見解 を示 して い る （吉出 ［2000 ］

104）。

2 ｝筆者 の 知る とこ ろ で は、知 的障害特 別支援学

校の 多 くで は 、 領域 ・教科をあわせ た指導形態

　に よ り、自立活動 の 内容 を含ん だ指導が展開 さ

れ て きて い る 。 例 えば 、   排泄 の指導 は 、 教科

　「生活」の 内容 を含ん だ 日常生 活の 指導と い う領

域 ・教科を合わ せ た 指導 と し て 捉え る こ とが で

　きる 、同様に、  感覚 ・知覚学習 は 、国語 ・算

　数等知的障害教科の 内容及 び 自立活動 をあわ せ

　た領域 ・教科 を合 わせた指導として 、遊 び の 指

　導や 課題 別学 習、言語 ・数量 とい う指導形態や

週 時程上 の 呼称で 行われ て い る こ とが多 い 。  

　電車な ど の 公 共交通機関 の 利用（生活ス キ ル の 学

　習）は、教科生活 の 内容を含 ん だ生活単元学習 で

　なされ て い る こ とが ある。一
方例えば肢体不自

　由特 別支援 学校 で は、こ れ らの 指導 は、自立活

　動の 時間 の 指導として 行わ れ て い る こ とが多 い 。

3）例えば 、知能指数低 き児童 に 対 して 、国史、

　地理 、理科等 の 教科 目の 教授 を欠 くが如 し、と

　され て い る （望月 ［1979］22）。

4 ）例 え ば 、 ア ）技能的教科 （唱歌，体操，図画，

　手工 ，裁縫） の 教授時 間 を増 や す こ と、イ） 知

　的教 科 （算術 ，国 史，地理，理科等）の 時間 を

　減ずる こ と、ウ）技能教科の取扱 は積極的 に 成

　るべ く実用 本位 に指 導して 将 来 の 職業生活 に資

　せ しむ る こ と 、 とされ て い る （望 月 ［1979 ］

　23）。

5 ）例え ば、ア ）生活科 、 郷 土 科 と し て 修身、国

　史、地理 、理 科を総合 的 に取 り扱 う こ と 、イ ）

直観科、あ る い は観察 科 と して 理 科、図画、綴

方等総 合的 に 取扱 う こ と 、 と され て い る （望 月

［1979］　23）。

6 ）現在の 教科書は普通児 の 能力 と学習方法を基

準 として 編 纂され た もの で こ れ をそ の ままで 程

度を低下する も補助 学級 の 児童 に 対 して は適当

　し な い 場 合が 多い こ とが そ の 理由とされ て い る

　（望月　［1979］23）。

7 ）戦前 の 1933 （昭和 8 ） 年か ら1944 （昭和 19）

年 まで京都市滋野小 学校補助学級の 担任を つ と

め た 田村
一

二 の 教育実践 は、『忘れ られた子 ら』

　（1942）や 『手をつ な ぐ子 ら』（1943 ） な ど の
一

連 の 田村 自身の 著作が 、1966年以 降に 再発行 さ

れ た ほ か 、 杉田裕 に よ っ て 田村 の 実践が紹介 さ

れた （杉田 ［1958］12−16 ；［1958］12−17 ；［1958］

ll−14 ； ［1958］18−21）D また、杉 田 （1960）は、

補助学 級 の 教育課 程 を精神薄弱教育課程 の 系譜

の ひ とつ と し て紹介し て い る （杉田 ［1960］ 17−

23）。

8 ） 卒業後 の 社会的自立 が強調 さ れ る文脈で 、「個

　に 応 じ た教育」を 「生活 と生 産 に 直結す る 」具

　体的活動内容で 実施する こ とが ど の よ うに実現

　され て い た の か、あ る い は実現 が難 しか っ た の

　か に つ い て は、今後
一

次資料を用 い て検証 して

　い きた い 。課題 や 目標が 個 に 応 じて い た の か。

　課 題や 目標 を達成 す るため の 学習 方法が個 に応

　じ て い た の か 。両 者そ れ ぞ れ と両者 の 関 係 を

　個 々 の 対 象児 に つ い て み て い くこ とが で きる史

　資料の収集を実現 し た い 。

9） こ の 成果 と して 、 「各教科能力要素表」が作 成

　され、こ れ は、そ の 後、各地 の 特殊 学級 に活 用

　された と い う　（宮崎 ［1979］ 8 ）。

10）青鳥銀行券は、学校内で 物品が購入 で きた り、

　「英語 ・ロ
ー

マ 字特別講習」 の 受講料支払 えた り

　する学校紙幣で あっ た 。

ll）水上生活者の 子弟 の ため に 1930 （昭和 5 ）年、

　京橋区月島西仲通九丁 目5番地 （現中央区勝 どき

　一
丁 目ll番地）に 設 立 され た全寮制 の 学校 （東

　京水上尋常小学校）。戦後は、1946 （昭和21）年

　 4 月、都 立移管 とな る 。 月島校舎 と学寮、深川

　校舎が あ っ た が 、 深川校舎で 児童生徒の 教育を

　行うように な り、1949 （昭和 24）年 2 月、月島

　 の 旧本校は 中学生徒の付属学寮 となっ た 。 1966

　 （昭和41）年 3月に はそ の 使命を終 え、廃校 とな

　 っ た （野 口 ，2006）。
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12） こ の ほか に も、生徒の ア セ ス メ ン トに 関して

　 は、「『教育対象 と して の 子 ど もた ち の 実態』を

　 よ りよ く知る ため 「総合精神検査』を行うこ と

　が 4 月の 職員会 議で 決 め られ た （杉 田 ・小 杉

　［1967］26）。 「総合精神検査」 とは、「社会生活能

　力、向性検査 、内田 ク レ ペ リ ン 、性格検査 （シ

　 ュ ナ イダー）、フ ラ ス トレーシ ョ ン テ ス ト （ロ
ー

　ゼ ン ワ イ ク ）、D ・C ・T、体型」 で あっ た （小宮

　山ら ［1957］27）。

13 ）後 に 日本赤十字社か ら 感謝状 が 届け ら れ た

　 （小宮山 ら 匚1957］27）

14） この 当時 の 生徒の 実態を示す資料 は未詳であ

　る が、1955 （昭和 30）年 の 生徒 50名に つ い て 、

　知能指数と運動能指数を示せ ばTableの とお り。

Table　1955年青鳥中学校生徒 の 知能指数と

　　 　運動能指数

知能指数 割合 （％） 運動能指数 割合 （％）

99〜90 ao 80以上 0

89〜80 2．0 79〜70 α0

79〜70 22．0 69〜60 2＆0

69〜60 3α0 59〜50 3α0

59〜50 3〔LO 49〜40 26，0

49〜40 8．0 39〜30 4．0

39以下 0 29以下 0

出典　小宮山ら［1957コ82。

15）「生 きる 力」 につ い て 明確な定義は なさ れ て い

　な い が、  自然 の 事物 に 対 し て そ の 性質を手先

　や 肉体で 感 じ取 り、こ れ を 自分 の 目的 に合わ せ

　て 処 理す る 技 術 を学 び 取 ら せ る こ とと、  社 会

　を支配して い る法則 や人 と人 との 関係 を律 して

　 い る 道徳を体得さ せ る こ とが 、教 育 の 目的 と さ

　れ て い た （小宮山 ら ［1957］ 46）。 「生 きる力」

　の 意味する と こ ろ の 検証は、上述 の 「社会成熟

　度検査」を指標 と した 「社 会生活 能力」 と の 関

　連 を含め て、今後の 課題の ひ とつ で あ る。

16）もちろ ん こ の 二 つ の 機能 は実 際 に は 不可分 の

　もの で あ り、 教育実践活動 と して は常 に 明確 に

　区別 で きる もの で はな い こ と は い うまで もな い 。
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Life-centered Education as Result of  Educational Trial at the Beginning of  Education for

          Children with  Intellectual and  Developmenta]  Disabilities in Japan.

Hiroki  YONEDA

  The  school  has been faced to the preblem  of  development of  the inclusive curriculum  that all stu-

dents can  access,  For this problem solution,  universality  and  originality  of  the  education  for the student

with  intellectual and  developmental disabilities should  become common  understanding,  Because, it is

considered  that the education  has a  structure  ofcurriculum  different from that ofgeneral  education.  As

a prelirninary work  to examine  universality  and  originality  ofthat,  the current  study  verified  education-

al  practice for children  with  subnorrnal  or mental  deficiency in prewar days and  postwar days. In the

elementary  schoel  eclucation  for the subnorrnal  children  at prewar days, the classes of  skill subjects

were  increased more  than academic  subject, and  the synthetic  leaTning which  centered  on  the life guid-

ance  was  attached  to importance frorn the teaching  subject.  The reasons  for this were  that the object

group included children  who  needed  the guidance before the first grade and  that there was  a  eertain

lirnit in the result  oftheir  learning in academic  subject, In the education  fbr the children  with  menta]

deficiency at the beginning ofpostwar  days, the prornotion of  the ability  of  social  life was  aimed  and

thc units  of  experiences  ofalong  the context  ofthe  real life were  offered  as  teaching  materials.

Key  Words: life-centered cuniculum,  subject  cuniculum,  inclusive curriculum,  intellectual and  devel-

          opmenta1  disability, historical study
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